
合理的に運営するために設置された繊関であって， 昭和25年の

北海泊および四国における試行を経て昭和1 26 ・ 7 に全図的に置

かれたものである。従来保線区で担当していた峨械信号関係業

務は，支総区のようにその業務量:の少ない地区を除いては，す

べてねー号通信区または信号区で担当することになった。

その数は 57 におよび， 本区を置 く程度に歪らない 12 の地区

に支区が位かれる。

信号遺伝区長が位かれ，鉄道管理局長の指Jí[lを受けて支区長，

幼役， 信号辺信分区長， 信号分区長， }通信分区長，1)J:務鱗，用

品#十， 技術掛， iiTi侭話器掛， 無線掛， 信号保安t!+，通信工手長，

通信工手副長，通信工手， 信号保安手， 自動車運転士， 用品手

および雑務手を指w監督し ， 信号通信区に属する-1}jの業務を

処理している。これらの駿員を信号通信区従事民といい，約

8，700 人いる。(富滋正直)

しんごうつうしんぶんくちょう 信号通信分区長 信号通

信区におかれる職で区長の指慨をうけて， 担当区威内における

信号保安設備および通信設備の保守およひ.縮工の作業計一函をた

て ， 信号保安掛，通信惨掛， 通信工手長， 通信工手等を指導し

て ， これらの作業の遂行にあたるものである。

このような職務を遂行するため常に担当区域内の信号保安設

備および通信設備を巡視し， 所属員を督励して保守の万全を期

するとともに， 工事施工にあたっては， あらかじめ工事の工程，

方法等必製なIIT~貨を指示して ， ヱ~ITの円滑な遂行を矧さねばな

らない。また毎日担当業務の一般状況を詳細に区長に報告しな

ければならない。.

信号通信分区は信号分区および通信分区に分化する前の形態

であって，信号通信分区では， これら 2 つの分区で行っている

作業を全部行っているわけである。(1J11藤忠正次郎)

しんごうてんきゅう 信号電球 鉄道信号に使用する 1l!球。

一般に電球は 100V で点灯されるが， 色灯式や灯列式信号僚に

使用されるものは 30V ， または 10 V である。電球の繊条の太

さは使用電圧が高いほど細くなり ， 電圧が低くなるほど太い繊

条を使いうる。色灯式や灯列式信号般の信号電球は列車による

摂iTfIJなどに対する安全率を高めるため， 特に使用 f[i:圧を低 く し

て太い織条を使用する。用途により A型， B 型， C 裂に分けて

いる。

凶 ~i 定絡111圧 f同校電力 定絡における
寿命 F日 途

A 型 30V 2 ，000 時間 多灯型色灯信号機

B 型 10V 20W 1,000 11 入号i機良 統踏a切+，瞥池報上機中継信

:1子 lOV 10W 1,000 " 111灯型信号縫

10V 5W 1,000 /f 

-'lJj砲の'Il1球は繊条が 1 本であるが， A型む球はfU織条である

( B , C 型はlli繊条)。電球が断織すれば侭号機は無灯すなわち

無信号となるので， かかる幕放を甑度に防止するため 1 繊条

が切れても， 11也の繊条で点灯を続けるようにおのおの独立した

2 本の織条を有している。

この電球は組合せレンズの焦点に泣き，光源のみがレ γズに

よ って平行光線に砿されるのであるから，繊条全体が点に集約

された光源て、あることが理想である。ゆえに織条の太さすなわ

ち容駁はできるだけ小さくなるように設計 されている。

J辰郎Jの多いJ場所に使用する電球は， おおむねさし込裂になっ

ている。信号氾球もこの点は特に変ってないが， A型't!1tilは口

金が二置にな っ ている。正確に νγズの焦点に位 く 必要があり，

電球を交換するたひ.に，その位置がをE うよう では闘るので， 日

しんごうてん

金の突起から繊条中心との間 1. 信号電球、 A 型

隔を各m球とも正磁にそろえ t-一一日引。

なければならぬ。仕様i~lでは 1/ 
こ の間隔を 55 mm 土 0 と規定 1r' 1/ ， 刊・
して少しも余裕を持たせず， 川日比一
納品試験においても 1 倒ご と M ¥--¥ 叩寸 " 

にゲージを当てて検査する。 爪 ¥ (: n (1 H 
そのため電球ができ上ったの ri'� lli il ) ~引
ちに 55 mm に合うように，口 一工=二ユー II I 

鑑垂範主回 rr:一一寸三 I1 1 
金をさらにカラ ーにはめ込み，.JL ""，-τバ jl-LLt I 
高さを継のうえ口金とカラ主71'\トしL4斗_j
ーをハソダ附する。 、刷 凶UI
電球位置調整裟位はねじに

よ って電灯座が前後および左

右に，少しずつ移動できるよ

うにな っ ているので， これに

よ って光源であるm球の絵条を

レソズの焦点に合わせる。

2. m号電球 B ， C 型

色灯式信号憾の保守で， いち

ばん|問題なのは信号電球であっ

て ， 断織のないように注意しな 縦制着姻

ければならないから， 電球の使 世~当主一
周方について保守規程ではつぎ !. ;1" ，/' ~， ! 
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のように定めてある。 平己二子J

mJ:まの端子m圧は翻塗装置の %円~

ないものを除き ， 定絡値の 0.8 {音

ないし 0.9 倍とすること。 ( A型

信号電球の寿命は定格電圧 30V

では 2，000 時間であるが， 電圧

を 24-27 V に下げて使用すれば 6，500- 7 ，000 時間に延びる)。

信号電球の点灯時聞はつぎのとお り とする。

ただしその使用期間は 2 年をこえてはならない。

1 色灯信号機(多灯型，警戒または滅速信号を現示するも

のを除く) 5，000 時間。 ただし停止灯の使用限度は 7 箇月とし，

R立替するときは停止灯に新品を使用し， 停止灯 ・ 進行灯 ・ 注意

灯の順序に移動する。

2 色灯信号殴(多灯型 ・ 答戒またはぷ迷信号を現示するも

の)

(I) 袋戒または減速信号を現示するため付加した灯

(2) その他の灯

2，000 時間

5，000 時間

ただし(2)号における最初にI反付けた灯の使用限度は 7 箇月

とし，新品のI夜付位置およひ.移動順序はつぎによる。なお上

記( 1)号の電球は移動しない。

信号極華街類 新品取付位置

警戒信号を現示す
る信号憾

滅速信号を現示す
る信号~

注意灯

進行灯

移動順序

注一一停一一巡

進一一停一一注

主主戒および減速信号
をE見示する信号後 進行灯 itE一一注目一一進

3 色灯式信号機 (単灯型) 3，000 時間

4 灯列式信号機 (fl1気)進路表示機， 進路予告俊 4 ，000 時間

I の色灯信号機(経戒および滅迷信号を除く)'ffi:球の点灯時間

5，000 時聞は約 7 箇月であるが， 実際には各灯個々では 1 日中

点灯していないから， 停止灯以外は 7 箇月をこえても正味の点

灯時間が 5，000 時間になるまで使用してもよい。停止灯が消灯




